
事 項｜ 融雪水を利用した夏どりほうれんそう養液栽培の養液冷却方法

夏どりほうれんそうの養液栽培は、水温がハウス内気温と同程度に上昇するため、養液

等を冷却しなければ良品質栽培が不可能とされている。

ね ら し叶 そこで、融雪水を利用して栽培槽の養液を冷却して夏どりほうれんそうの栽培を行った

結果、栽培可能な養液温、有効な冷却資材や冷却水温等が明らかになったので参考に供す

る。

指

導

参

考

内

容

1 栽培槽に使用する冷却資材と冷却水の温度（水稲ロングマット育苗施設を利用した例）

(1）融雪水槽から水中ポンフ。で、冷却水を栽培槽に設置したパイプに循環させ、養液を冷

却する。

(2）栽培槽にはベット幅30cmに2本の架橋ポリエチレン管（内径13mm）、あるいは塩ビ管

（内径13mm）を設置する。なお、冷却効果は架橋ポリエチレン管の方が高い。

(3）冷却水の温度は19°C以下（限界値21°C）とし、通水量は毎分 2Q程度とする。

2 栽培可能な栽培槽の養液の限界水温と冷却効果

(1）栽培期間中の養液温が22℃以下（限界値24℃以下）であれば栽培可能である。

(2）養液温は、融雪水を用いて冷却することにより、無冷却に比べ平均で 5°C程度下げ

られる。

3 栽培可能な作型・ハウス内気温

(1) 作型： 7月下旬～ 9月上旬どり

(2）ハウス内気温：

定植後の栽培期間30日前後のハウス内気温が日平均26°C （限界値30℃）、日最高が

30°C （限界値40°C）程度でも栽培可能である。

融雪水や井戸水等の冷却水利用により夏どりほうれんそうの養液栽培が可能となる口な

期待される効果｜お、野菜の湛水式養液栽培システムにも応用可能である。

1 栽培槽の下部は厚さ30mm程度のス タイロホーム等の断熱材で断熱する。また、養液

供給タンクも同様に断熱する。

利用上の注意事項12 栽培ノ＼ウスは遮光率50%程度の寒冷紗で遮光する。

3 品種は夏栽培用の晩抽性品種を用いる。
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｛耕種概要1
1 システム：水稲ロンfマy卜育苗施設

1. 2m、7.2nf) 

2 液濃度 ：0.8～1.2ds/m （大塚水耕
用1、2、5号）

3 液量 ：深さ 3cm

（液供給グンク込226Q)

栽植様式：株間7.5cm、条間 10cm

（ロングマット育苗施設 1台960株）
5 培養液供給時間： 12時間（6～20時、

2時間間断）
6 育苗資材

16年 ：128セlレトレイに粒状ロックウサ
17年 ：ハ二ミキュライトに播種後ウレタン移

植
7 遮光資材 ：ハ。イ7・ハウスを寒冷紗で50

%遮光
8 液冷却方法： 30cm幅の栽培槽に架

橋ホ。リエチレン管及び塩ビ管を2列に配
置、養液温18℃以上時に毎分2Qの
冷却水を通水
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図2融雪水槽と架橋ホ．リエ子レン管級置栽t昔4曹の日最高水j昆（平成17年膏森農林総研）
、
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図3 7月15日～8月31日の融雪水僧と栽培槽の日最高水温の関係（平成17年青森農林総研）
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（平成17年青森農林総研）

区名草丈 葉数

(cm) （葉）

ヒートハイプ 22.3 a 15.8 a 

ホ．リエチレン 22.4 a 15.2 a 

無処理 14.6 b 13目9 b 

＊＊＊＊  

ヒートハ．イプ 21.4 a 13.9 

ホ．リ工チレン 22.0 a 13.1 

無処理 16.6 b 12.7 

** n s. 

ヒートハ．イプ 19.6 b 14.8 a 

ホ．リエチレン 21.2 a 11.9 b 

無処理 6.9 C 8.9 C 

ホ＊＊＊

ヒートハ．イ7'26.2 a 12. 7 ab 

ホ．リ工チレン 24.3 b 14.5 a 

無処理 22.1 C 11.4 b 

＊＊＊  

ヒートハ．イ7°21.2 a 15.4 

ホ．リエ子レン 19.2 b 15.0 

無処理 22.3 a 14.6 
刻ド＊ n.s 

表2養液栽培の冷却パイプの違いとほうれんそうの生育及びハウス肉気温と養液槽の水L

品種 矯種 矯一定 定植 定一収 収穫 播一収

（月／日 ）（日）（月／日）（日）（月／日）（臼）

6月23日 11 7月48 35 8月8日 46プリウス

36 8月9日28 7月12日7月4日プリウス

36 8月26日29 7月28日7月21日プリウス

48 9月13日36 8月8日12 アクテイオン 7月27日

9月20日8月11日8月4日プリウス 47 40 

注）気温及び水温は定植から収穫までの平均値。気温はハウス内の地上1.2mの高さ

**Iま1%、＊ 5%水準で有意差あり、 ns.lま差なし、異なるアルファペット聞には5%水準で有意差あり

収量はロンヲマット育笛施般1台（1.2m×6m=7.2m')960株の値、なお、無処理区のーは規格外で収量無
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